
ハナは、部
へ
屋
や
でこっそりと折

お
り紙を折

お
っていた。

なぜ、こっそりとやっているかって？
それは、この折

お
り紙が、お母さんの誕

たん
生
じょう
日
び
プレゼントだか

らだ。
お母さんによろこんでもらいたいので、ペン立てをつくる

ことにした。ペン立ては、作るのがちょっとむずかしいけれ
ども、きっと役

やく
に立つはずだ。

「ハナー。ご飯
はん
、できたわよー。」

お母さんの声がした。でも、あと少しなのだ。
「はーい、今行くよー。」
返
へん
事
じ
をしてから、ふたたび始

はじ
めた。最

さい
後
ご
まで仕

し
上
あ
げてしま

おう。
「この、角のところの折

お
り目がむずかしいんだよな──。で

も、ここをがんばらないと、変
へん
な形になっちゃうし──。」

バン！
突
とつ
然
ぜん
とびらが開いた。

ハナは後ろをふりかえった。お母さんがおこった顔で立っ
ていた。
「もう。スープが冷

さ
めちゃうじゃない！　何

なに
やっているの

ハナは、お母さんに何と言うべきでしょうか。あなたの考え
と理

り

由
ゆう

を書きましょう。

話し合って考えたことを書きましょう。

年　　　組　（　　　　　　　　　　　　）

よ！」
あわててハナは、折

お
り紙をかくした。

「そんな、折
お
り紙でばっかり遊

あそ
んで──。ちょっとくらい、

勉
べん
強
きょう
でもしたらどうなの？」

ハナは、折
お
り紙に目を落

お
とした。

そして、ふたたびお母さん
の顔を見た。

プレゼントの折
お

り紙19 節度、節制　×　家族愛、家庭生活の充実




